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対

記録者 小林 大会名

時間

１回戦・準決勝・決勝

1

札幌山の手
番号

2 斎藤　有亮 2
101 亀谷　勘太

0 0 Ｔ

16分　山の手ラック-9-5-モール-5mラック-9-12-13トライ．ゴール成功(31-0)

4 小泉　拓輝 4 澤田　雄大 21分　山の手22mラインアウト-モール-8トライ．ゴール成功(38-0)
3

22o

公式記録用紙（函工） 確認欄

Ｋ・Ｏ 14:30 （３０分ハーフ） レフリー

第68回北海道高等学校ラグビーフットボール南北選手権大会
兼

第95回全国高等学校ラグビーフットボール大会北海道予選会

山　口　昂　希 アシスタント
レフリー 佐　藤　雅　敏 涌　井　大　輔 糸　山　康　浩

高橋　廣多12

チーム 札幌山の手

林　一馬

氏　　名

期　日 平成27年9月23日(水) 天気 晴れ

番号 氏　　名 前半 後半 スコアー 前半 後半

チーム 函館工業 函館工業 対

田原　建一朗
0 Ｇ

30
⑤ 伊藤　鐘平

0 0 ＰＧ

志萱　悠馬
86

0 ＤＧ 0

加藤　瑞貴
5 0 0

関口　翔大

6 加山　和季

28分　山の手キックオフ-モール-ハーフライン7トライ．ゴール成功(55-0)

8 黒岡　柊人 8 ノア　トビオ 30分　山の手モール-ラック-9-12-13-15トライ．ゴール成功(62-0)
7

23分　山の手22mラック-9-15-2-4-5-11トライ(43-0)
26分　山の手ペナルティ-10-11-15トライ(48-0)

前
　
半

1分　山の手13-ラック-9-ラック-9-15-14トライ．ゴール成功(7-0)

8分　山の手9-10-15-8-11トライ．ゴール成功(19-0)
12分　山の手9-10-12-15トライ．(24-0)

6分　山の手ラインアウト5m左-モール-6トライ(12-0)

6
塚田　悠生

00 7 繁松　哲大

鈴木　匠
9

12

佐々木　颯人

松﨑　貴裕

11挽野　海舟 0 合計

荒木　隆大 10
11

76
村上　幸平

0 0 得点

13812

9 62⑩

ハーフタイム4 16

18 本間　陸人

大沼　光世

1分　山の手ラック9-10-15-11-22-10トライ(67-0)

中村　靖也

明道　風輝

14 竹之下　遥樹

モリキ　リード

水越　達也

後
　
半

千葉　裕太郎 17分　山の手中央ラック-9-10トライ．ゴール成功(107-0)

25分　山の手9-10-22-25-12トライ．ゴール成功(128-0)

9分　山の手ペナルティ-10-6トライ．ゴール成功(86-0)

3分　山の手モール9-10-23-22-ラック-9-10-6-5-11トライ．ゴール成功(74-0)

6分　山の手9-17-10トライ(79-0)
長里　楓

13 飛彈野　雄輝13 工藤　優月
4 014 吉村　友佑

反則 33
15 田中　大成

7 合計
16 望月　快 16o

17o

時間 番号
1

15

17o

3

19o

17o 石岡　幸志郎 交　　代

坂本　太陽
番号

後0:16
18o 熊谷　駿介

19o
185 13分　山の手5mラインアウト-ラック-5-ラック-16トライ．ゴール成功(93-0)

21 大坂　将平 14 21

20 宮崎　航瑠0:24 19o2

21 石山　海渡3 16o

20 表野　勝明

4 18

15分　山の手ペナルティ-16トライ．ゴール成功(100-0)

23 鶴田　悠介

24 西崎　雄
23 齋藤　眞梧

成田　竜志 22
19分　山の手10mラック-キック-7トライ．ゴール成功(114-0)

13 23 24 秋山　大輔 24分　山の手9-10-12-ラック-19トライ．ゴール成功(121-0)
6 20

    
時間

ニコラス　ホフア2525 村上　翼 14 22
28分　山の手ラック-9-10-6-9-12-ラック-9-10-25-23トライ(133-0)

シン・ビン or 退場 30分　山の手22mスクラム-8-4-10トライ(138-0)
15 25

戦
　
評

南・北海道大会１回戦
　16連覇を目指す札幌山の手対当番校函館工業との第４試合．キックオフからしっかり
モールを押し込みながらBKに展開し10鈴木を起点に15モリキ等身体能力の高い選手に
ボールを集めてトライを積み重ねる．また山の手はディフェンス時でも常にターンオー
バーする意識が全員に浸透して度々チャンスを作り前半62-0で折り返し．後半に入って
も更に攻撃は加速しトライを量産し138-0の圧勝で準決勝へコマを進めた．
　函館工業も地元の応援の中敵陣へ攻め入るも，あと一歩トライには届かなかった．

第４試合

函館工業 札幌山の手

    
      
 

  

     

番号 状況 時間 番号 状況
  


